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令和の学校教育を考える推進会議Ⅰが開催されました

子どもたちの可能性を引き出す授業づくりや教育の多様化に対応した教師の専門性について共に学ぶ
「令和の学校教育を考える推進会議Ⅰ」を開催し、オンライン含め150名を超える参加をいただきました。

今回は、中央教育審議会教育課程企画特別部会の主査を務められている、千葉大学の貞広斎子教授に、
学習指導要領改訂に向けた国の動向や方向性について、ご講演いただきました。

＜参加者の感想より＞
○深い学びを支える基盤となる言語能力、情報活用
能力の育成の視点について研究をしていきたい。

○低学力の子どもにも段階的にサポートしていくた
めにも、問いと答えまでの距離を長くとることが
できる単元構想が必要。

○ますます学校組織におけるマネジメント層の充実
が重要であると思った。

○益々時代が変わっていく中で、学校が取り残され
ることの無いよう、学ぶ姿勢を生涯持ち続けるこ
とも教師の役割だと感じた。

＜講話より＞
次期学習指導要領における改善の方向性
・資質・能力の構造化
・柔軟な教育課程の編成による特色と余白の創出

これからの教員の役割
・伝達者 ⇒ AIチューターと協働するディレクター
・子どもが学びたいときにスイッチを入れられる力

を育成する（「問い」と「答え」の間を長く）
・「習得・活用・探究」（内化と外化）を繰り返す
・学校の当たり前を変えていく
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科学の甲子園ジュニア高知県大会 結果報告

 8月23日に行われた「科学の甲子園ジュニア高知県大会
（本選）」には、予選（95チーム279名参加）を勝ち抜い
た12チームが臨みました。チームで力を合わせ、アイデアを寄せ
合いながら、真剣に課題に挑む姿が印象的でした。

～南海中学校・土佐中学校の２チームが全国大会へ～

全国大会出場決定！

南海中、土佐中は合同チームとなり、兵庫県
姫路市で開催される全国大会（12月11日
～13日）に出場します。応援よろしくお願いし
ます！

【教育長賞】 南海中学校

【教育次長賞】 土佐中学校（土佐α）

【金賞】 土佐中学校（土佐β）/土佐中学校（土佐γ）/

土佐中学校（土佐ε）

【銀賞】 大川小中学校/本川中学校/県立安芸中学校

【銅賞】 土佐町中学校/中村中学校/大方中学校/

土佐中学校（土佐δ）

＊＊＊＊＊ 大会結果 ＊＊＊＊＊

教育課程企画室長直伝！
改訂のポイントと
学校現場へのメッセージ！
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